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                                 資料１ 

令和３年度下半期の図書館の活動について 

 

１ 図書館開館３周年記念行事について 

(1)  目的 

   図書館の開館３周年を記念し、「読書日本一のまち」をＰＲするとともに、本や読書

が好きと言える市民があふれるまちをめざします。 

 

(2) 内容 

ア 記念講演等 

(ｱ) 文芸書の出版を中心とした出版社の講演会 

日時：10 月９日（土）午後２時から午後４時まで 

参加人数：51 名 

演題：「やっぱり本はおもしろい！書き手と読み手をつなぐ」 

講師：辻 浩明 氏（株式会社祥伝社 代表取締役社長） 

略歴：1984 年祥伝社入社。30 年にわたり、編集者として書籍づくりに携わられ

る。西村京太郎、横山秀夫、百田尚輝など数多くの作家を担当。2015 年から

現職。 

(ｲ) 子どもの本の出版を中心とした出版社の講演会（児童図書研究講座） 

日時：11 月 10 日（水）午後２時から 

演題：（仮）「本ってこんなに面白い！ 子どもの本の立場から」 

講師：田辺 直正 氏（株式会社アリス館 代表取締役） 

 

(ｳ) 理系専門分野講座：「物理学」 

     日時：11 月 13 日（土）午前 10 時から 11 時まで 

    定員：50 名（入場可能者数の２分の１以下） 

     演題：「太陽の科学」 

     講師：大山 真満 氏（滋賀大学教育学部 准教授） 

内容：最新の画像や動画を用いながら、「太陽の素顔」を紹介  

  イ ワークショップ「図書館の職員と話をしよう」 

   趣旨：新図書館３周年にあたり、開館から３年を振り返り、「読書日本一のまち」

にするには、どのような動きが必要か、具体的に市民とともに考え、これから

の図書館に役立てるために開催するものです。 

   日時：12 月 18 日（土）午後２時から４時まで 

   定員：21 人 
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ウ 図書館サポート隊関連企画 

(ｱ)  中高生サポート隊企画「クイズラリー」 

開催日：10 月 30 日（土）､31 日（日） 

内 容： 図書館内に「中高生サポーター」が作成した問題を掲示し、参加者に回

答いただきます。受付や記念品の準備は、「中高生サポーター」が主導で

行います。 

(ｲ)  エピソードカードの掲示および動画の上映 

    上映期間：11 月１日から 11 月 30 日まで 

内   容：新図書館開館３周年にあたり、図書館サポート隊が「わたしと図書館」

というテーマーで作成されたエピソードカードをギャラリーで掲示しま

す。あわせて、自ら作成されたお祝いメッセージ動画を木もれ日広場で上

映します。 

エ 一言メッセージの掲示 

期 間：11 月１日から 11 月 30 日まで 

内 容：「わたしと図書館」をテーマに、図書館が利用者から事前募集したエピソー

ドカードを掲示します。 

 

２ その他の講座等 

(1)  おはなしボランティア養成講座 

趣 旨：絵本の選び方や読み聞かせについて学び、おはなしボランティアとして活動

していただくことや、既に活動している方のスキルアップを図ることを目的に

開催しています。図書館でのおはなし会および幼稚園、保育園等で読み聞かせ

を行い、子どもたちの豊かな心を育む一助となることを目的としています。 

    開催日：令和４年１月 27 日(木)、２月３日(木)、２月 10 日(木)、２月 17 日(木) 

および３月３日(木)の全５回 

定 員：30 名 

    内 容：第１・２回目 「絵本を学ぼう～子どもたちにおはなしを届けるために」 

                講師 大舩めぐみ（子ども・本・文化を考える会代表） 

        第３回    「絵本の選び方を読み方」      講師 職員 

        第４回    「実践 読み聞かせをしてみよう」 講師 職員 

        第５回    「実践 お話会をひらこう」       講師 職員 

(2)  文学・歴史講座 

開催日：令和３年 11 月 21 日（日） 

定 員：50 名 

演 題：「書の歴史と鑑賞 ～東近江より書の美術館を楽しむ」（仮題） 

講 師：瀬川 敬也氏（公益財団法人 日本習字教育財団観峰館 学芸員） 


